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地域にふれあいと笑顔を広げるおてつだい

さわやかスポーツ大会　（5/2　保原）
ニュースポーツや玉入れ、パン食い競争、それからみんなでダンスをしました。
「あそこ見て！たのしいネ」みんなの笑顔が花咲きます。

みんなのげ んき

手話奉仕員養成講座開講式（6/8 保原）



みなさまからの会費を有効に活用させていただきました

支 出
（単位 : 円）

収 入
（単位 : 円）

法人運営事業
154,766,578

寄附金収入
9,491,924
補助金収入
57,053,432

受託金収入
59,936,472

介護保険収入
314,200,350

障害福祉サービス等
事業収入
83,693,821

固定資産売却収入
1,840,790

基金積立資産
取崩収入
9,000,000

積立資産取崩収入
14,949,164

その他の収入
45,322,242

前年度繰越金
120,890,150

会費収入
20,264,000

地域福祉推進事業
31,857,398

共同募金配分金事業 12,400,808
資金貸付事業 303,020

施設管理運営事業 24,340,296
地域包括支援センター事業 37,377,614
居宅介護支援事業 30,997,788

ホームヘルプ
サービス事業
86,519,940

デイサービスセンター事業
186,998,661

相談支援事業
10,331,621

障がい児通所支援事業
55,346,376

収入総額
736,642,345円

支出総額
631,240,100円
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決算報告・事業報告平成27年度 みなさまからの会費を有効に活用させていただきました

Ⅲ 

共
同
募
金
運
動
・
事
業
の
推
進		

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
の
実
施

	

　
　

募
金
額	

１
０
、
０
１
６
、
７
３
２
円

●
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
活
動
の
実
施

	

　
　

募
金
額	

４
、
３
３
２
、
１
２
６
円

Ⅳ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業	

	
	●

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

	

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
件
数

	
	
	

２
、
４
５
９
件

	

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
件
数

	
	
	

６
、
８
３
０
件

Ⅴ　

居
宅
介
護
支
援
事
業	

	
	
	●
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
業
務

	

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数	

３
、
１
３
３
件

Ⅵ　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
介
護
保
険

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

１
６
、
３
６
０
名

●
介
護
予
防

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

４
、
５
０
０
名

●�

伊
達
市
高
齢
者
自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業　

利
用
回
数	

69
回

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

・�

障
害
者
総
合
支
援
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業	

利
用
回
数　

４
、
６
０
３
回

●�

障
害
者
総
合
支
援
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
　
　
　
利
用
回
数	

７
３
９
回

	
・
低
所
得
世
帯
向
け
資
金
貸
付
制
度

	
	

生
活
援
助
資
金
の
貸
付
（
市
社
協
）	

16
件	

	
	

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

	
	

（
県
社
協
へ
申
請
）	

５
件

●�

障
が
い
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
専
門
員
設
置

事
業
の
実
施

	

相
談
登
録
者 

75
名
・
相
談
件
数 

延 

８
８
８
件

	

就
労
決
定
者 

9
件
・
事
業
所
相
談
訪
問 

24
件	

●
福
祉
団
体
・
対
象
者
等
へ
の
助
成･
給
付

	

・�

当
事
者
及
び
団
体
の
運
営
や
自
主
的
な

事
業
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付	

	
	
	

２
６
３
件

	

（�

福
祉
会
・
地
区
社
協
・
福
祉
団
体
・
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
・
サ
ロ
ン
・
敬
老
会
）

	

・
特
別
支
援
学
校
通
学
家
庭
助
成	

67
名

	

・�

障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の

助
成	

4
件

	

・�

障
が
い
児
者
手
帳
取
得
者
へ
診
断
書
料

の
半
額
助
成	

３
６
５
件

	

・
権
利
擁
護
者
へ
利
用
料
の
半
額
助
成

	
	
	

10
名

	

・
百
歳
賀
寿
祝
い
金
の
贈
呈	

27
名

	

・
災
害
見
舞
金
の
交
付	

23
件

●
広
報
・
情
報
事
業
の
拡
大

	

広
報
誌
「
ハ
ー
ト
フ
ル
だ
て
」

	
	
	

全
戸
配
布
年
6
回

●
視
察
及
び
実
習
生
の
受
け
入
れ

	

・
大
学
・
専
門
学
校
等
実
習
生
等
の
受
入

	
	
	

８
名

●
関
係
機
関
と
の
連
携
充
実	

44
回

●
福
祉
バ
ス
運
行
事
業	

１
４
４
回
稼
働

●
車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業　

貸
出	

12
回	

●
同
行
援
護
事
業　

利
用
回
数	

２
５
２
回

●
地
域
生
活
支
援
事
業
（
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
）	

	
	
	

利
用
回
数　

２
３
５
回

●
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業

	
	
	

資
格
取
得
者　
　

22
名

Ⅶ　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業		
	

●
介
護
保
険
　
5
事
業
所

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

１
７
、
３
０
９
名

●
介
護
予
防
　
5
事
業
所

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

４
、
２
２
２
名

●
高
齢
者
自
立
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

57
名

Ⅷ 

障
害
児
通
所
支
援
事
業
及
び

　

 

障
害
児
者
相
談
支
援
事
業	

	
	
	●

児
童
発
達
支
援
事
業

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

２
、
４
３
２
名

●
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

３
、
６
６
７
名

●
日
中
一
時
支
援
事
業

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

１
、
６
４
７
名

●�

特
定
相
談
支
援
事
業
及
び
障
害
児
相
談

支
援
事
業	

プ
ラ
ン
作
成
件
数　

４
５
６
件

Ⅸ　

施
設
管
理
運
営
事
業	

●
梁
川
寿
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
受
託
事
業
）

	

　
　
　

延
利
用
者
数	

１
９
，
４
１
４
名

一口年額

1,000円
一般会員

（一般世帯・個人）

一口年額

3,000円
特別会員

（特にご理解のある方）

一口年額

5,000円
法人会員

（会社・団体・施設等）

　地域福祉を推進する「社会福祉協議会」を知っていただき、様々
な地域活動へ積極的にご参加いただくとともに、会員としてご支
援・ご協力をお願いいたします。
　会費の主な活用は、地域福祉事業の財源として、小地域福祉活
動（サロン）やボランティア事業、高齢者・障がい者事業等の貴
重な財源として有効活用されております。
　一般会員会費は、福祉協力員（町内会長）さんを通じて班長さ
ん等のご協力により納入いただいております。 昨年度の会費総
額は、20,264,000円のご協力をいただき、ありがとうござい
ました。

平成28年度
会員会費ご協力お願い

はーとふるだて　2016.63



「福祉共育」とは、すべての人々が差別や排除された
りすることなく、共に支え合い一人ひとりが生きる喜
びを持って、「共に生きる力」を大切にし、豊かな社
会を目指す共育です。

福祉共育

大田小学校 粟野小学校
地域の高齢者施設訪問に行く前に「高齢者擬
似体験」をしました。

「ふくしを学ぶ」年間を通して、たくさんのこ
とをともに考えていきたいと思っています!

４年生　８名
4 月 19 日

5 年生　９名
5 月 16 日

月舘中学校 「福祉施設ボランティア体験活動」に向けて、中学1年生の
「福祉共育」が始まりました。

1 年生（1 クラス）24 名
5/19 ～ 6/13

みんなが思う
「しあわせ」って ?

みんなが「しあわせ」になるのには、
どんなことが必要なのかな ?

5
19 「認知症」って ??

「認知症」をみんなが理解できれば、
私たちにもできることがあるはず !?

5
26

「ユニバーサルデザイン」
と「バリアフリー」って?

わたしたちの身近にあるユニバーサル
デザイン。どんなものがあるのかな?

6
6

よいしょ、よいしょ
…いつもより重い身
体で階段を上ります
心配しながら隣で介
助する子も、真剣そ
のものです

高齢者疑似体験

今の自分があること
最後に読み聞かせを
しました。ご先祖
さまからずーっと繋
がって今の僕たち、
私たちがいるんだね

みんなが思うしあわ
せってなんだろう？
たくさんのしあわせ
を見つけられました

第 1 回目

第 2 回目
「高齢者疑似体験」
をしました。「よく
見えない〜」「歩く
のもたいへん !」い
ろんな感想がでまし
た。それでは、私た
ちがお手伝いできる
ことは…?

はーとふるだて　2016.6 4



さわやかスポーツ大会 大熊・浪江会食会「げんきが～い」
5月21日　165名参加 毎月1回開催

障がい 避難者

障がいがある方やその家族を対象にした事業が、今
年度もスタートしました。5月はさわやかスポーツ大
会で、楽しく体を動かしました。今回は、スポーツ推
進員の協力のもと、ニュースポーツを充実させ、さ
らに汗を流しました。昼食は梁川の調理ボランティア
「ザ・さくら」手作りのカレーでぺこぺこのお腹を満
たしました。次回は9月17日（土）のウォークラリー
大会、皆さんの参加をお待ちしています。

東日本大震災で避難を余儀なくされた方々の交流の
場として、本会は 4年前から「げんきが～い」を毎
月開催しています。4月は「ボランティアコスモス
会（梁川）」による唄や踊り、手品の披露、5月は三
重県亀山市からボランティアでいらしてくれた服部
豊光さんによる蓄音機演奏会を行いました。震災か
ら5年が経ちましたが、皆被災者を気にかけ、応援
して下さる気持ちに感謝です。

サマーショートボランティア 参加者募集 !!
夏休みを利用してボランティアを体験してみませんか？

●活動期間：�平成28年7月23日（土）～8月19日（金）
までの間の3日～7日間

●活動施設：�伊達市内の約50ヵ所の高齢者施設、こど
も園、幼稚園、保育園、障がい者施設等
から希望先を選んでいただきます

●対 象 者：�中学２年生以上どなたでも　
	 ※中高生は保護者の同意が必要です

●定　　員：200名　●参 加 費：無料

●申し込み：�平成28年 7月1日（金）まで本所・支所
へお申し込みください

	 ※ホームページからもダウンロードできます。

体験できる期間が長くなり、日数も
選べるようになりました

はーとふるだて　2016.65



伊達市社会福祉協議会ヘルパーステーション

事業所だより事業所だより

　伊達市社会福祉協議会ヘルパーステーションは、霊山町総合福祉センター茶臼の里内にあります。
　また、伊達ふれあいセンター内、梁川町寿センター内にサテライトがあり、５４名のヘルパーが活動しています。
　ご利用者様が、自分らしい生活を送ることができるようお手伝いができたら何よりです。
　人生の大先輩にいろいろな話を聞かせていただき、私たちもたくさんのことを学ばせていただいています。

◎やりたいことがある、目標を持つことが人生の活力◎
　マサさんは、平成7年に開催された福島国体ゲートボール競技で、団体第3
位に入賞された輝かしい経歴の持ち主です。ゲートボールは、団体競技でチーム
ワークが大切なことや、杖をついて歩く人がコートに立つと背筋が伸びてシャン
シャンと歩き出すのが不思議と生き生きとした表情で、話してくれました。通所
リハビリで運動をしたり、毎日散歩をして筋力維持に取り組み、もう一度コート
に立ってみたいと熱く語る姿が印象的でした。
　娘さんは、「この年になって一人暮らしができることだけでもすごいのに、意
欲的に生活していることを誇りに思う」と話してくれました。本当に素晴らしい
ことです。「ヘルパーさんには気を使うことなく思った通りのことをしてもらって
いる。自分の娘のようだ。」とうれしい言葉をいただきました。そんな関わりが、
私たちのヘルパーのやりがいです。

齋　藤　マ　サ 様（95歳）
娘さん、ヘルパーと一緒に

◎感謝の気持ちを大切に◎
　トキさんは、「若い頃は苦労したけれど今はとても幸せ。日々感謝しなが
ら生活している。」と輝く笑顔を見せてくれました。出来ることは自分でや
るということを実践されています。
　ヘルパーとの交流をとても楽しみにされていて「悩み事を話しても他言
はしないし信頼できる。ヘルパーさんに世話になったおかげで、長生きし
たと思っている。」と感謝の気持ちを伝えてくれました。

高　橋　ト　キ 様（90歳）
知り合いの方にまとめてもらった自分史

(私の歩んだ道 )を手に

◎長生きの秘訣は家族の思いやり◎
　シクさんは、隣室からお孫さんの弾くピアノの音が聞こえてきたり、娘さ
んたちが会いに来たり、家族に囲まれてにぎやかに過ごされているそうで
す。また、暖かくなってきたので、縁側での入浴を考えているとのこと。
「草花が鮮やかに咲き、きれいに剪定した庭を眺めながら大好きなお風呂を」
というご家族の思いやりの心が伝わってきました。
　主介護者のフサさんは、「みんなに声をかけてもらって関わってもらうこ
とがとても支えになっている。家族に囲まれて過ごす日常を大切にしたい。」
と話されていました。

渡　邉　シ　ク 様（100歳）
敬老の日に百歳のお祝い
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ありがとうございました
お寄せいただいた寄付金は、地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

善 意 付の ご 寄 平成28年4月1日～平成28年5月31日受付分（順不同）
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13
日
、
伊
達
市
保
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市
民
セ
ン

タ
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を
会
場
に
日
本
赤
十
字
社
福
島

県
支
部
と
保
原
町
赤
十
字
奉
仕
団
と

の
共
催
に
よ
り
、「
赤
十
字
健
康
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
島
赤
十
字
病
院
・
院

長
の
渡
部
洋
一
氏
に
「
脳
卒
中
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
脳
卒
中
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
？
」
と
の
演
題
で
、
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
脳
卒
中

の
治
療
は
時
間
と
の
勝
負
」
と
の
お

話
に
深
く
う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
赤
十
字
健
康
講
演
会
」
開
催
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行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

お問い合わせは本所・各支所へ

ほっと掲示板ほっと掲示板
インフォメーション 本　　所　☎ 576 − 4050

伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 577 − 7841
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

７月４日（月）伊達ふれあいセンター
８月１日（月）保原中央交流館

まずは電話で予約をお願いします

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

7 月

1 金 一人暮らし七夕会食会 霊山総合福祉センター（茶臼の里）
6 水 一人暮らし七夕会食会　 月舘保健福祉センター（やまゆり）
8 金 一人暮らし七夕会食会 保原市民センター

14 木
一人暮らし七夕会食会 伊達ふれあいセンター
借上げ会食会「げんきが～い」 保原中央交流館

22 金 サマーショートボランテイア事前研修会 保原市民センター
8 月 23 火 サマーショートボランテイア事後研修会 保原市民センター

あ  

と  

が  

き

７
月
よ
り
、
平
成
28
年
度
伊
達

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
会
費

募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
や
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
を
抱
え
た
世
帯
が
増
加
し
、
本

会
事
業
に
対
す
る
期
待
が
益
々
高

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
か
ら
の
会
員
会
費
に
よ
り
、

福
祉
を
必
要
と
し
て
い
る
皆
様
へ

地
域
福
祉
事
業
を
お
届
け
し
て
、

表
紙
の
よ
う
な
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

場
」
に
た
く
さ
ん
出
会
い
た
い
も

の
で
す
。

手話奉仕員養成講座
保原中央交流館 開催

7/6（水）、13（水）、16（土）、20（水）、27（水）、8/3（水）、6（土）、10（水）、
17（水）、24（水）、31（水）　水曜日 19:00〜 20:30　土曜日 9:30〜 12:45

初任者研修は、介護職として働くうえで基本となる知識・
技術を習得する講座です。

●募集期間	 平成 28 年 8月 1日（月）～ 8月 23日（火）
	 土日祝日を除く 9時～ 17時
●実施期間	 �平成 28 年 9月 2日（金）～ 11月 29日（火）の
	 28 日間
	 概ね火・木曜日　9時～ 17時
●費　　用	 15,000 円（実習材料費別）申込み時納入
●定　　員	 30 人　�資格取得後介護員として働く見込みがあ

るもの
	 	 全研修を受講できるもの
●連 絡 先	 社会福祉協議会本所
	 （保原町産業振興会館 1階）
	 ☎ 576-4050
	 （事業課 菊田・島貫）

　伊達市の男性ゲートボールチーム
「伊達市KGB」は昨年、県選抜大会で
優勝し、今年度開催の全国大会への切
符を勝ち取りました。
　第31回全国選抜ゲートボール大会
は6月4・5日に東京の夢の島競技場
で行われ健闘されました。

介護職員初任者研修会（旧ヘルパー２級）
受講生募集

伊達市ゲートボール協会へ
激励金贈呈

代表の東城さん・山田さん
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